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理性の長所が牧草生育に好ましい環境条件をつくり出し　　　このように前後作の作物生育収量は・栽培を媒介とし

ていることがわかる。　　　　　　　　　　　　　　て変化する耕地環境と密接な相互関連性がある。

水稲湛水直播の施肥法について

中川　義一・青柳　栄助・新開信一郎

高橋　洋一・板垣幸之助・藤橋嘉一郎

（山形県農試最上分場）

1．日　　　　　的

湛水直播の施肥は，普通，移植水稲と同じでよいと云

ほれているが，生育期間が長いこと（移植より20～30日

），スタム撒布や苛立ちをよくするための潅排水操作な

どにより，肥料掛こ窒素のロスがあるなどことなる点も

考えられるので，施肥量．施肥体系，施肥位置，肥料の

種煩について，昭和36年以降試験を実施し，湛水直播栽

培の適切な施肥法を兄いだそうとした0

2．試　験　方　法

1．土壌条件

やや排水不良な（保水力3日以上）腐植にすこぶる富

む黒色火山性土。

3．試験方法並びに結果

（Ⅰ）　施肥量について

第1表　　区

その1（36年）

旧　品　　　種：ミヨシ

（2I　播　　種：5月8日　30cm条播0・8毎／1α

13I　早期追肥：6月8日

（4）幼形期穂肥：7月19日

（5）区の構成：第1表

（6I　結　　果

施肥量差による生育の差は，6月下旬から草丈・茎数

に現はれ，最高分けつ期では，標準より30％増区は約5

％．50％増区で15％茎数が多く，施肥量の多いほど多か

った。

しかし有効茎歩合は，施肥量の多いほど低い傾向が見

られた。さらに9月16日の台風で30％増施区は中なび

き，50％増施区は大部分倒伏を見た。

その2　（38年）

tl）品　　種：さあにしき

の　　　構　　　成

項

第2表　生育経過並びに収量調査成績
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第3　表　　区　　　の　　　構　　　成

項

別
区

計 早 追 計

N O　区

N8信望重宝医
0．64（80）
0．40（50）

l（0）

0．24（30）

0．48（60） 0．32（40）

0．16（20）
0．16（20）

NlOi葺悪霊重臣
0．80（80）

0．50（50）

一（0）

0．30（30）
0．20（20）
0．20（20）

Nlli蚕笠蓋羞医
0．88（80）
0．55（50）

－（0）
0．33（30）

0．22（20）

0．22（20）

注．1）元肥重点施肥割合は（80）－（0）－（20）（元肥）一（早追）一（穂肥）

2）追肥重点施肥割合は（50）－（30）－（20）（〝）－（〝）－（ク）

3）窒素の標準はアール当り＝0．的　NlO＝1．0毎　Nll＝1，1吻

第　4表　　収　量　調　査　成　績

t2I　播　　種：5月14日　30cm条播　8軸／10α

（3）早期追肥：6月26日

（4）幼形期穂肥：7月23日

（5）区の構成：第3表

t6）結　　　果

生育初期はわずかに追肥重点区がよく，後期には元肥

よりやや劣る傾向がみられた。

また．N増施の効果は，草丈には殆んと見られない

が，分けつはN増施に見あった増加が見られ，Nll物区

で最も茎数が確保できる。

N増施と玄米収量との関係は，元肥，追肥両区とも，

およそこの範囲内ではN施肥量が多いほど，収量が高

く，穂数が確保できるようである。またこの範囲では倒

伏もイモチ病等の障害もなかった。

17I　施肥量についての考察

収量と窒素の施用量との関係を見ると，窒素の増量に

ともなって穂数が増加し，さらにその穂数と玄米収量と

はきわめて強い相関があり，おおよそ穂数450本で玄米

45吻～50たれ　550本で50毎～55毎の収量が得られる。

また，この穂数を内容的に見ると，窒素を増施するほ

ど最高分けつ期の茎数は多くなるが，有効茎歩合は低

下するので，稔数を確保するためには，初期生育を良く

するとともに，後期の生育も良くなるような施肥法が望

まれる。その2の試験で，追肥割合を増した区では，単

なる追肥では，元肥重点的施肥よりも肥料のロスが多い

ように見受けられ，元肥重点区に比べて生育量が少な

く，玄米収量も少なかったので，さらに検討の必要があ

る。

（Ⅱ）　施肥法について（施肥区分）

その1（37年）

（1）品　　種：さわにしき

12）播種期：5月9日，0．8たg／〃播種

t3）早期追肥：6月12臥（4菓期）

t4）穂　　肥：7月20日

その2　早晩播対策試験（39年）

tlI　品　　種：フジミノリ（穂重型）
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第1国　籍数と玄米収量

さあにしき（偏穂数塾）

t2I　播種法：30e祝　粂播　0．8軸／α

は　施肥量：多肥区は窒素のみ30％増施

㈲　早期追肥：早播区　6月1日

標準区　6月5日

晩播区　6月10日

その3　早晩播対策試験（40年）

第　5　表　　区

仙　品　種：フジミノリ（穂重塑）

さわにしき（偏総数塾）

12）播種法：30e沈条播　0．8物／α

t3】早期追肥：早播区　6月18日

標準区　6月22日

晩播区　6月26日

施肥法について（施肥区分）の考察

その1元肥量の多い程茎数は多いが，4区の表層施肥

20％の効果は認められない。

しかし，後半における生育はむしろ早期追肥量の多い

2区が穂数は少ないが，有効茎歩合は最も高く，さらに

梓長，穂長ともに長く，一穂重は特に大で，一穂当りの

着粒枚数も多い條向が見られた。

収量調査の結果では，早期追肥量の多いほど玄米収量

は増収した。

その2・その3

早播だけでも穂数の確保はできるが，生育中期6月中

旬頃より肥切れし始め，有効茎歩合低く，凋落が甚だし

い。さらに早播忙対する窒素増施の効果は，品種，草塾

によってその効果が多少ことなり，フジミノリでは，梓

長，穂長，わら重などの生育量にプラスに働き千粒重も

重くなるが，さあにしきでは，穂数，梓長，千粒重に多少

の効果がみられるが，特に最高分けつ期には1100本／諺

の茎数が出ても，有効茎歩合低く，増収量もフジミノリ

に比べて相当少ない。

さらに40年度には，元肥と早期追肥の施肥割合をかえ

の　　　構　　　成

計 計

生

項

別
区
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第　6表　　収　　量　　　調　　　査

項

別
区

一七
7亡

第8表　区　の　構　成

て試験したが，前試験同様品種によって，その効果，影

響はことなり，草丈にはそう影響しないが，穂数では，

窒素増施，特に元肥重点的施肥法はフジミノリには有効

で穂数，1穂重，稔実歩合にプラスに働き，窒素吸収量

も多く，玄米収量も最も多かった。

さあにしきでは，早期追肥重点的施肥法が梓長，有効

茎歩合，一穂重，1穂枚数，千粒重（玄米）にプラスに

働き，フジミノリと対称的に増施の効果が，早期追肥区

において高かった。

このことは，フジミノリときわにしきの品種本来の特

徴，機能の相違からくるものか，草型の相違からくるも

のかは．判然としないが，フジミノリでは．元肥施肥の

肥料成分の（ここでは窒素）体内保持が登熟期まで保た

れるのに反して，さわにしきでは，吸収肥料成分がただ

ちに茎数の増加となって現はれ，後期の補給によって，

豊熟期間の生理挽能を高めて，構成要素の増大と決定要

素の良化を図る必要があるように見られる。

晩播については，窒素増施の効果は，早楢と同じよう

な傾向で品種間差異も認められるが，増施の効果はより

構成要素の確保に強く現われ，その他の決定要素などは

豊熟限界を過ぎた時期に入っているため，あまり特徴的

には現われない。（フジミノリ，さあにしきとも出穂期

は標準区8月18日に対して，晩播区はいずれも20日～22

日にわたり，成熟期も9月28日に対して，10月11日であ

った。）

しかし，窒素増施のなかでも，元肥重点的施肥法が，

より構成要素の確保に強く働き，茎，穂数，梓長，穂

長，一穂籾数は追肥重点施肥法に比べて多く，したがっ

て玄米重も多かった。

（Ⅱ）　施肥法（施肥位置）について

その1施肥法試験（39年）

tll　品　　種：さあにしき

121播　種：5月9日　0．8吻／α播種

（31早期追肥：6月12日（4葉期）

糾．穐　　肥：7月23日

その2　施肥位置及び種類（40年）

tl】品　　種：さあにしき

（2I　播　種：5月13日　0．8物／α播種

t3）早期追肥：6月26日

第　9表　　調　　査　　成　　績　（その1）
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第10表　調　査　成　綬　（その2）

第11表　　早　播

舛

I4I　穂　　肥：7月25日

（Ⅱ）施肥法（施肥位置）についての考察

39年の予備試験では，第2回に示すとおり草丈茎数と

もに下層施肥が最もよく，生育量とともに1穂着粒数．

稔実歩合，窒素の吸収量とすべて覇者に下層施肥が優

り，水稲直播においても移植水稲施肥と同じように施肥

位置については表層より全層，下層というような差が見

られたので，さらに40年に追肥した。その結果第22表の

ように下層に多く入った区，深層のA区，下層追肥A区

の　区　構　成

別
区

注．P205　は元肥早退穂肥，割合は　7仇30，0

K20　は窒素と同じで　60，30，10

第12表　　早　播　の　生　育　状　況

草

第13表　　早　播　の　収　量　調　査
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において，茎・穂数いずれも多く，IB化成の90％元肥　　は，それぞれ900本／㌶前後の茎数が発生したのに・有効

も大体似たような生育経過で，いずれも最高分けつ期に　茎歩合も・標準区の72％に比べて可成り低く・65％前後

第14表　晩　稀　の　区　構　成

注．P205　は元肥，早追穂肥，施肥割合は　70，30．0

K20　はク　　　　　窒素と同じで60，30，10

第15表　晩　播　の　生　育　状　況

茎

第16表　晩　播　の　収　量　調　査

収 量

第17表　A．早播における窒素増施の効果

土

土 ≠ ＋
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B．晩播における窒素増施の効果

土

第18表　区　の　構　成

項

別
区

計

注．1．全層施肥．砕土前全面施肥
2．表層施肥は潅水前全面施肥
3．下層施肥は．耕起後10m深さに粂施肥．30

e統間隔

4．穂肥は7月23日

（71％～60％）であったが，これに比較して，早期追肥

重点区は，いずれも標準区の茎数増加傾向と同じ位かや

や少なめで，最高分けつ期の茎数は一部深層のB区を除

いて．780本に対して756本IB成化A区は740本と少な

かった。したがって，有効茎歩合も標準及び元肥重点区

より高く，さらに決定要素も稔実歩合，叛ワラ比などは

高い懐向が見られる。

これら深層施肥及び下層追肥及び緩効性肥料の肥効は

革

丈

第1国　軍大・茎数の推移

第19表　収　量　調　査　成　績

第20表　　区 成

三 成

別
区 元 肥

肥

表 層
肥

注．1．早期追肥6月26日下層施肥は新兵式下層施肥枚で細粒塩加燐安で他は，単肥で施用
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第21表　　生　　　育　　状 況

草

素

第22表 構成査調量収
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1　標　準　区
2　深層　A　区
3　　ノダ　B　区

4　下層追肥A区
5　　ノグ　B　区

6　IB化成A区
7　　ノダ　　B区

8　無窒素　区
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第23表　　施肥法による各形質への効果

聾引叛′ワラ比l玄米重l千粒重

深層施肥 元肥重点
早退重点 土

下層追肥 元肥重点
早追重点 土

I B化成 90％元肥
90％元肥

十～土

土～－

一般的な施肥法（全層施肥）よりも構成要素中もっとも

大きい茎穂数の確保には確実に＋に働き，さらに稔実歩

合，千粒重，叛ワラ比などの決定要素にも＋に働くこと

が確かめられた。

しかし，これら施肥法ならびに緩効性肥料であっても

なお早期追肥的施肥法がより，生育のより理想的経過に

近くなり，さらに決定要素においても，元肥重点的施肥

法より，より十に働くことが確められた。

施肥法についての総括考察及び摘要

（刀‘施肥量について穂数型，穂重型など草型及び品種

によってことなるが，おおよそ穂重塾品種でも500本／謡，

穂数型で600本～650本の穂数を確保する。窒素の施用

量が望ましく，それは普通水稲の施肥量の30％増施くら

いが適当と考えられる。

（21施肥法について（施肥区分）

品種草型によって適当な施肥区分はことなるようで，

穂重塾では，元肥重点的施肥法∴穂数型では早期追肥重

点的施肥法のようであるが．早期追肥の時期については

再検討を要する。

t3）施肥位置及び緩勅性肥料について

全層施肥よりは深追及び下層追肥が適当であるが，さ

あにしきでは，なお元肥重点よりは，追肥重点の施肥法

が適当のようである。




